続 言葉 言葉 言葉 (その 二) 



1 干 田國士 



家 を 傷け、 挫けさせる もの ゝ 分量の 方が 多い とい ふ 現 

象 は、 日本人の 一般の 論議の しかたの なかに も みられ 

るの はどうい ふわけ であらう。 

現在、 時局 的な 論議が 様々 な 形で 公表され てゐ るな 

かに、 私 は、 せめて 文学者の 意見 だけが、 現実と 理想 

との 問題 を、 その 位置と 正しい 関連と に 於いて 取上げ 

たもので ある こと を 望む の だが、 それ も 無理な 注文で 

あらう か。 (「文芸」 昭和 十四 年 四月) 

氺 

石 川 啄木の 日記 を 発表す ると かしない とかい ふ 事が 

問題に なって ゐる やうで ある。 いづれ どっち かにき ま 



るで あらう が、 かう いふ 場合、 責任者 は 責任者で 慎重 

な 態度 をと らうと する し、 世間の 一 部 は、 多少 物好き 

も 手伝って、 早く 見せろ と 息 捲く ので ある。 

ゴンク ウルの 日記 は、 たしか 死後 二十 五 年 を 期して 

公表す る やうに 遺言され てあつた の を、 丁度 その 一 一十 

五 年 を 経過した 一九二 一 年に、 新聞 「マタン」 がいち 

はやく、 あれ はどうな つたの かと ァカ デミ ィ . ゴ ンク 

ウルへ 宛て ゝ 督促の 記事 をかゝ げた。 日記の 原稿の 保 

管 は 巴 里 国立図書館が これに 当って ゐ たが、 出版に 関 

する 権限 は、 この ァカ デミ ィが 当然 もって ゐ るので あ 

る。 



ところが、 ァカ デミ ィ では、 会員 中、 その 公表 を 尚 

早と する ものが ぁリ、 特に アン リ. セァ アル は ゴンク 

ウルのお ぼえ あまり めでたく なく、 最初の 会員名簿に 

は 名前が 漏れて ゐた 男で あるから、 これ は 強硬に 反対 

した。 そこで、 たうとう、 査閲 委員と いふ やうな もの 

を 作って、 この 日記 を 一応 読んで みる ことにな リ、 差 

支がなかったら 出版 するとい ふこと を 天下に 約束した。 

ところが、 セァ アル 自身 も その 委員のう ちに 加 はった 

ので、 天下 は啞 然とした 風であった。 

さて、 近頃 また、 「日記」 で 話の種 を 蒔いた の は、 例 

の ルナ アルで ある。 



れた時 は、 全体の 分量の 三分の 一し かなかった。 あと 

の 三分の 二 は、 未亡人が 読みながら 引き裂いて、 紙屑 

籠の なか へ ほうり 込んで しまったの である。 

ルナ アル は、 細君 を だまして ゐた。 巴 里へ かくし 女 

を (いくたり か) こしら へて ゐた。 その 女の 本名まで 

いちいち 丁寧に 記されて ゐる。 ランデ • ヴゥの 模様 は 

大胆に 描かれて ゐる。 その 「にんじん」 的 生涯 を 通じ 

て、 凡そ 女性との 交渉に は 縁の 薄い 害の 彼 ルナ アル は、 

彼が その 日記の 他の 部分に 於いて、 あれほど 讃美し、 

傾倒し、 感謝して ゐた 妻の マリネット を、 無惨に も 裏 

切リ、 しかも、 その 証拠 を 貞淑 ならびなき 彼女の 鼻先 



へ 突きつ けたので ある。 その 結果 は、 想像に 難くない。 

去年の 秋、 ルナ アル 未亡人が 落寞 たる 孤独の 余生 を 

終る まで、 この 事実 は 友人の 間で 伏せられて ゐた。 

トリスタン • ベ ルナ アルの 一 文に よって、 遂に 「日 

記の 秘密」 が 暴露され る や、 巴 里 文壇の 弥次馬 は 騒ぎ 

たてた。 或る もの は、 細君の 処置 を 適当と 認めた。 あ 

る もの は、 赦 すべから ざる 所業な りと 論じた。 多く は、 

ルナ アル も ルナ アル だが、 細君 も 細君 だとい ふ 見方に 

傾いた。 た y 出版屋の ガリ マ アル 君が、 そっと 紙屑籠 

から 拾 ひだした とい ふ 「日記の 破片」 を、 多くの ルナ 

アル 党 は 早く 増補と して 世に出せ と 注文した。 



私 は 「ルナ アル 日記」 の 訳者と して、 実は 細君に お 

礼 を 云 ひたい。 あれが もう 三倍 もあった としたら、 途 

中で くたばって ゐ たに 違 ひない からで ある。 (「文芸」 

昭和 十四 年 七月) 

私 は 絵 かきの 文章に 時々 感心す る。 (たまたま ある 

美術 雑誌 で 伊藤 廉氏 の 文章 を 読んだ ところで ある) 

絵 かきの 文章の 面白さ は、 文学者の 文章に はめった 

に 見られない 言葉の 独特な 駆使に あるの だが、 それ は 

たぶん、 彼等が、 偶然 「言葉」 とい ふ もの を あるが まゝ 

の 形で 享け 容れ、 最も 自然な 機能の なかで 捉 へて ゐる 



ともかく、 「書く」 ことと I 話す」 ことと はまった く 

別な 作業で ある。 しかし、 それ は 言葉の 完全な 機能 を 

生かす とい ふ 点で、 何れも 共通の 手段 を 含んで ゐ るの 

であって、 「書かれる」 言葉と 「話される」 言葉と は、 

それぞれ、 言葉 固有の 生命 を 分ち 合 ふので はない。 

近代の 日本語 は、 さう いふ 錯覚 を 起し 易い やうに、 

仕組まれ、 発達し、 教育され た。 

文学者 こそ、 意識的に、 日本語 を 言葉 本来の すがた 

に 引戻す やう 努力すべき であらう。 

氺 

国民 精神 総動員の 生活 刷新に 関する 委員会の 誕生が 



ら れてゐ ないから である。 

お 義理の 訪問 をす る。 紋切 型の 口上と、 月並な お 世 

辞で そ の 場 を， j J まかして 引き さが る。 だか ら 当人 もな 

ん となく 物 足らぬ。 そこで、 ちょっと 手土産 をと いふ 

ことになる。 「つまらん もの」 で 「志」 を 汲んで もら ひ 

お辞儀 をお まけに つけて おく。 これで 「義理」 が 果せ 

る わけで ある。 

貰 ふ 方 も、 何 を 貰った かわからずに 礼 を 云 ふの が 本 

式な の ださう である。 兼 好の いは ゆる 「ものく るる 友」 

の 類なら まだい、 が、 志 も 志に よりけ りで、 勤め先の 

同僚にまで 食って もら はねば ならぬ ほどの 菓子 折 を さ 



現代 日本人 は、 まことに 「感情」 を、 殊に 「感謝の 

念」 を 言葉に 現 はすこと のま づぃ、 或は きら ひな 国民 

だった ので ある。 

国民の 総 親和が いよいよ 暗黙のう ちに 行 はれて ゐる 

所以で ある。 (「文芸」 昭和 十四 年 八月) 



底本 ： 「岸 田國士 全集な」 岩波 書店 

1991 (平成 3) 年 3 月 8 日 発行 

底本の 親 本 ： 「現代 風俗」 弘文堂 書房 

1940 (昭和^) 年 7 月 S 日 発行 

初出 ： 「文芸 第 七 卷第四 号」 

1939 (昭和^:) 年 4 月 ー 日 発行 

「文芸 第 七 卷第七 号、 八 号」 

1939 (昭和^:) 年 7 月 ー 日、 8 月 ー 日 発行 

※初出 時の 題 は 「言葉、 言葉、 言葉」 (第 七 卷第四 号、 

第 七 卷第七 号) 「言葉 言葉 言葉」 (第 七 卷第八 号)。 

入力 .. 



校正 ： 門 田裕志 

2 009 年；：： 月に 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



